
提

出

者

原

陽

子

平
成
十
四
年
二
月
七
日
提
出

質

問

第

一

六

号

新
幹
線
の
騒
音
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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新
幹
線
の
騒
音
に
関
す
る
質
問
主
意
書

新
幹
線
の
騒
音
に
つ
い
て
は
、
環
境
基
本
法
第
十
六
条
を
も
と
に
、
「
生
活
環
境
を
保
全
し
、
人
の
健
康
の
保
護
に
資
す
る

う
え
で
維
持
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
新
幹
線
鉄
道
騒
音
に
係
る
基
準
」
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
昭
和
五
十
年
に
環
境

庁
告
示
（
以
下
、
告
示
）
で
定
め
た
基
準
は
、
現
在
ま
で
ま
っ
た
く
達
成
で
き
て
い
な
い
。
よ
っ
て
以
下
質
問
す
る
。

一

告
示
で
は
、
騒
音
基
準
を
達
成
す
べ
き
目
標
期
間
を
、
最
大
十
年
以
内
と
設
定
し
た
。
こ
れ
で
は
、
対
策
に
猶
予
を
与
え

る
代
わ
り
に
、
住
民
に
は
騒
音
公
害
を
最
大
十
年
（
実
際
に
は
四
半
世
紀
）
、
我
慢
さ
せ
る
こ
と
を
強
い
た
も
同
然
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
公
益
性
と
個
々
人
の
生
活
環
境
の
関
係
を
政
府
は
、
ど
う
考
え
る
か
。

二

告
示
が
出
た
翌
年
の
昭
和
五
十
一
年
、
当
時
の
環
境
庁
長
官
は
、
運
輸
大
臣
に
宛
て
「
環
境
保
全
上
緊
急
を
要
す
る
新
幹

線
振
動
対
策
に
つ
い
て
」
と
い
う
勧
告
（
以
下
、
勧
告
）
を
出
し
た
。
勧
告
を
受
け
た
運
輸
省
は
、
勧
告
に
つ
い
て
、
事
業

者
や
関
係
地
方
公
共
団
体
に
対
し
、
ど
の
よ
う
に
通
知
し
、
対
策
を
促
し
た
か
。

三

勧
告
か
ら
二
十
五
年
が
経
過
し
た
今
も
、
東
海
道
、
山
陽
、
東
北
、
上
越
、
北
陸
、
す
べ
て
の
新
幹
線
路
線
で
、
騒
音
基

準
を
達
成
し
た
路
線
は
な
い
。
そ
の
原
因
は
何
で
、
責
任
は
誰
に
あ
る
と
政
府
は
考
え
る
か
。

四

運
輸
省
（
現
国
土
交
通
省
）
お
よ
び
環
境
庁
（
省
）
は
担
当
者
の
異
動
や
省
庁
再
編
の
際
、
告
知
や
勧
告
に
つ
い
て
、
引

一



継
ぎ
を
確
実
に
行
っ
て
き
た
か
。

五

勧
告
は
、
運
輸
大
臣
が
講
じ
た
措
置
を
報
告
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
が
、
昭
和
五
十
一
年
以
来
、
運
輸
省
（
現
国
土
交
通

省
）
は
、
ど
の
よ
う
な
措
置
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
頻
度
、
方
法
で
環
境
省
に
報
告
を
行
っ
て
き
た
か
。

六

新
幹
線
鉄
道
騒
音
に
係
る
環
境
基
準
を
、
最
終
的
に
、
い
つ
ま
で
に
達
成
す
る
つ
も
り
か
。

七

新
幹
線
鉄
道
騒
音
に
係
る
環
境
基
準
を
達
成
す
る
た
め
の
、
今
後
の
責
任
担
当
部
局
は
誰
か
。

八

現
在
、
騒
音
を
測
定
す
る
際
、
地
方
公
共
団
体
等
は
線
路
か
ら
二
十
五
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
位
置
で
測
定
し
て
い
る
と
、
環

境
省
環
境
管
理
局
自
動
車
環
境
対
策
課
は
認
識
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
「
他
の
測
定
地
点
と
の
比
較
が
で
き
る
よ
う
、
軌

道
中
心
線
よ
り
二
十
五
メ
ー
ト
ル
地
点
及
び
五
十
メ
ー
ト
ル
の
地
点
を
併
せ
て
測
定
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
」
と
し
た
環
境

庁
大
気
保
全
局
長
か
ら
各
都
道
府
県
知
事
宛
て
の
昭
和
五
十
年
の
通
知
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
れ
は
、
併
せ
て

測
定
す
る
こ
と
を
勧
め
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
線
路
ま
た
は
そ
の
予
定
地
か
ら
二
十
五
メ
ー
ト
ル
以
内
に
接
近
し
て
建
っ

て
い
る
住
居
な
ど
が
あ
る
場
所
で
測
定
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
理
由
に
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
こ
の
解
釈
に
間
違
い
は
な
い

か
。
ま
た
、
環
境
基
本
法
第
十
六
条
に
鑑
み
れ
ば
、
騒
音
の
被
害
実
態
を
正
し
く
把
握
す
る
に
は
、
住
居
な
ど
が
実
際
に

建
っ
て
い
る
場
所
で
測
定
す
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
の
考
え
方
に
間
違
い
は
な
い
か
。

二



九

勧
告
で
は
「
病
院
、
学
校
そ
の
他
特
に
静
穏
の
保
持
を
要
す
る
施
設
の
存
す
る
地
域
」
に
特
段
の
配
慮
と
速
や
か
な
措
置

を
行
う
こ
と
を
指
針
と
し
て
い
る
が
、
生
活
の
基
盤
で
あ
り
、
病
人
や
幼
児
を
含
む
生
活
者
の
暮
ら
す
住
居
も
、
病
院
や
学

校
と
同
等
の
静
穏
の
保
持
が
求
め
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

十

勧
告
に
は
、
「
新
幹
線
鉄
道
振
動
の
障
害
防
止
対
策
と
し
て
、
既
設
の
住
居
等
に
対
す
る
建
物
の
移
転
補
償
、
改
築
及
び

補
強
工
事
の
助
成
等
の
措
置
を
振
動
が
著
し
い
地
域
か
ら
実
施
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
に
、
環
境

基
準
達
成
の
た
め
に
、
移
転
補
償
を
し
た
例
は
あ
る
か
。

十
一

勧
告
の
持
つ
重
み
を
鑑
み
れ
ば
、
四
半
世
紀
が
経
過
し
て
も
、
基
準
が
達
成
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
こ
と
を
、
政
府
は

反
省
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

右
質
問
す
る
。

三


